
１．適用工種

橋脚下部工３基（Ｐ４～Ｐ６）の施工で、場所

打ち杭を硬質地盤用全周回転型掘削機（チゼルハ

ンマー併用）にて施工する一般的な工法であった。

Ｐ６の場所打ち杭（φ１，２００ｍｍ・杭長Ｌ＝１５．０

ｍ・Ｎ＝６本）の３本目を施工中、硬岩�クラス
の岩盤に遭遇し、チゼルハンマーを連続的に使用

した結果、近隣住民より衝撃振動に対する苦情が

多数発生した。

発注者、設計業者と協議した結果、杭長を短く

する事に支障は無いが、１ｄ以上（Ｌ＝１．２ｍ）

の岩着を確保することが絶対条件である。

２．改善提案

チゼルハンマーを使用することなく、振動・騒

音の少ない機械への検討が必要になった。

当初、発注者は硬質地盤用全周回転型掘削機を

積算で計上しているので設計変更は認めない方針

だった為、出来る限り現況の機械を使用し、低コ

ストで施工できる工法で施工したが、掘削するこ

とが出来なかった。

発注者と協議し、ダンザホールハンマー工法等

と施工費の比較、施工日数等を検討した結果、マ

ルチドライバー工法の採用となった。

３．従来工法の問題点

・チゼルハンマーの落下衝撃によって岩を破砕す

るので住宅地での使用には適さない。

・硬質地盤用全周回転型掘削機は、あくまでもチ

ゼルハンマー併用での硬質地盤用である。（積

算資料に明記されていない）

４．工夫・改善点

硬質地盤用全周回転型掘削機 
による場所打杭施工 

チゼルハンマー使用不可能（振動影響あり） 

低振動掘削工法模索 

マルチクリッパーの
搬入のみで現場にあ
る機材にて施工可能。 

掘削クレーンの入替等、段
取り替えが非常に大掛かり
となる。施工費が高い。 

マルチクリッパー（岩盤芯貫工）併用 
硬質地盤用全周回転型掘削機 
による場所打杭施工 

スクリュードライバー工法 
硬質地盤用全周回転型掘削機 
による場所打杭施工 

※チュービングマシン　RT-120→RT-150入替増強 

掘削不能（機械施工能力問題） 

掘削径φ450mmダウンザホールハンマー 
芯貫工併用 

硬質地盤用全周回転型掘削機 
による場所打杭施工 

掘削径1,016mmマルチドライバー工法併用 
硬質地盤用全周回転型掘削機 
による場所打杭施工 

低騒音・施工能力アップ機械の模索 

段取り替え、施工日数
が多くなる。また、施
工費が高い。また、掘
削不能の懸念が残る。 

段取り替えが多くなる
が施工費は対比すると
安価となる。 

７７２２

マルチドライバー工法による場所打ち杭の施工
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図―１ 掘削工法検討図
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ケーシングチューブ 

１．グリッパ用油圧シリンダ 

２．油圧グリッパ 

３．伸縮用注圧シリンダ 

４．油圧モータ 

５．スライムバケット 

６．クラスタードリル 

５．効果

・硬岩�クラスの掘削にも十分対抗が可能である。
・振動調査の結果、チゼルハンマー（５０ｄＢ）に

対しマルチドライバー（３８ｄＢ）との結果がで

た。深度・岩盤の状況が変われば振動の値も変

わると推測される。

・単発的に振動を発生し、作業時間が長いチゼル

ハンマー工法に比べ、振動の発生が継続的で作

業時間が短いマルチドライバー工法の方が、近

隣住民にも好評で、苦情がでなかった。 写真―３ 排土状況

写真―１ マルチドライバー施工全景

写真―２ マルチドライバー先端部

図―２ マルチドライバー機能図
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６．適用条件・採用時の留意点

・大がかりな機械施工の為、作業ヤードの確保が

必要である。（重機運搬費の増大）

・マルチ掘削機本体の全長が長く、機械の性能上

横置きが出来ないため、機械仮置きの為の保管

孔（約１０ｍ）が必要である。

・マルチドライバー工法でのスライムは、３日経

っても水と土砂に分離せず、スライム処理費用

が増大する。

・掘削開始時（コンプレッサー稼働時）にケーシ

ング内の水が噴き出す恐れがあるので、飛散防

止対策が必要である。また、濁水の河川等への

流出を防ぐ対策が必要である。
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